
 

 

編集後記  

■みなさま、毎号学会誌が届くのを心待ちにされていると思いま

す。私もそうです。そのような学会誌を維持・発展できるよう、

編集委員 3 年目も努めたいと思います。今号では、2 つの記事を

担当いたしました。清水勇先生には、カイコの一生で観察される

様々なリズムの長年にわたる研究成果をまとめた総説をご寄稿

いただきました。改めて、様々な特徴をもつ生物を研究すること

が、時間生物学の進展につながるのだと思いました。 

 

■もう一つは、名大の乘本先生に執筆いただきました研究室便り

です。研究室立ち上げまでのご経験に加えて、こちらも特徴ある

ドラゴンを用いた研究をご紹介いただきました。時間生物学と睡

眠学の大きな問題に取り組むぞという、先生と研究室メンバーの

熱気が伝わってきました。 
 

(冨田) 

 

 

■九大に異動して早 2年が過ぎようとしており、研究グループ

も軌道に乗り始めた感じがいたします。ただ、福岡で豊富なお

いしい九州の海鮮を堪能しつつも、冬の曇りの日数、黄砂、花

粉の多さに未だ適応していない感じがします。そのあたりは執

筆させていただきました研究室便りをご一読いただけましたら

幸いです。 

 

■また、編集委員を務めるようになって早いことに 9年目になる

かと思います。なぜか慣習的に私がリレーエッセイの担当をして

いますが、この度の執筆者は、昨年 12 月から韓国に異動し大変

忙しいはずにもかかわらず快く執筆いただいた儀保さんです。面

白い経歴だけでなく、文面から物静かな見た目からは分からない

熱い人間味を感じる内容となっております。 

 

■もう一つ、本間研一先生のインタビューの司会を僭越ながら担

当させていただきました。今年 1 月下旬の休日 18 時から 1 時間

半にわたりインタビューさせていただきました。お引き受けいた

だいた研一先生、ありがとうございました。駒田先生の綿密な準

備、小林さんの若い力、樋口先生の包み込むような物腰の柔らか

い口調のおかげで、私は流れを維持することに注力しておりまし

た。研一先生をよく知る先生方からは司会への厳しいご意見等々

あると思いますので、京都で皆様お会いできるのを楽しみにして

おります。 

 

（池上） 

■本号には編集委員の視点から、関連学会参加記を寄稿させて

いただきました。11th ASRS & 8th AFC 合同会議となる当集会の

プログラムでは「Asian Sleep Research Society: A legacy of 

33 years」と題してアジア睡眠学会の設立経緯とその変遷が綴

られており、編集委員として大変参考になりました。個人的に

は５０歳を過ぎてからの人生初インドとなり、３０年ぶりに

「深夜特急」（著）沢木耕太郎、「猿岩石日記」（著）猿岩石、

「インドでわしも考えた」（著）椎名誠、Amazon で購入して読み

返しました。 

 

(中村渉) 

 

 

■編集委員として、これまでは個々の原稿の依頼や形式のチェッ

ク等をやっていましたが、今回初めて全体のとりまとめをやらせ

て頂きました。と言いたいところなのですが、かなりの部分を中

村副編集委員に頼ってしまい、まだまだだと反省しています。吉

川編集長おひとりの負担が重くならないよう、編集委員で分担し

て、かつ合理的な方法を導入していけたらと思っています。 
 

■本誌も充実した内容となりました。学術奨励賞受賞論文は研

究内容だけでなく、ここまでの道のりや研究室の歴史がわかり

励まされる気持ちになりました。研究室だよりや海外レポー

ト、学会参加記（富山、ニューデリー）は、添えられた写真を

見るだけでもわくわくします。 
ぜひ学会員のお一人おひとりの研究や活動を教えて頂ければと

思いますので、お近くの編集委員に声をかけて頂き、お気軽に

原稿をお寄せください！ 

 

■年に 2 回の「すいみんの日」をご存知でしょうか。春のすいみ

んの日は 3 月 18 日、秋のすいみんの日は 9 月 3 日です。本号が

お手元に届く時期と話題がずれてしまい恐縮ですが、すいみんの

日の前後にはさまざまな講演会が開催され、ここ数日のあいだに

2 回市民公開講座に参加しました。よい睡眠をとるには、体のリ

ズムを整えることが大切です、朝は明るい光を浴びましょうと、

何人もの演者がお話しされていました。時間生物学会の会員には

当たり前すぎる内容ですが、一般の方にはまだまだ啓発が必要だ

と感じました。 
 
（駒田） 
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今号の表紙

石橋友也《Self-reference Microscope》（2025）

《Self-reference Microscope》は川で拾ったゴミや自然物によって顕微鏡を作り、その川の水を覗くことを試みるプロジェクトだ。
この自己言及的な観察行為を通じて、微視的な世界に対する人間の欲望や創意工夫のあり方や自然と人為の入り交じる今日の「環
境」概念について思考する。
　私は2024年の夏から秋にかけて、生まれ故郷を流れる荒川の周辺でゴミや自然物の収集を行った。荒川は東京と埼玉県を流れ、
経済的にも文化的にも極めて重要な河川だ。また400年前から現在にかけて、人間の手による大規模な流路の改変が行われている
人工的な側面の強い河川でもある。
　私は顕微鏡の歴史を遡るようにしながら、最終的に3
つの様式で3台の顕微鏡を制作した。①水滴レンズ。水
滴の拡大効果を利用したシンプルなレンズ。川で拾っ
た五円玉や石、伸縮性の網の柄などを使って制作した
（左図、表紙はこれを用いて河川の水を覗いた観察画
像。藻や何らかの小動物が見える）。②複式顕微鏡。対
物レンズと接眼レンズの2枚のレンズを持つ、現代の顕
微鏡の基礎となったスタイル。17世紀にイギリスのロ
バート・フックが開発した。私は川で拾った2枚のアク
リルレンズを用いて、これを制作したが、失敗に終
わった（上右図）。③レーウェンフック式顕微鏡。数ミ
リ程度のひとつのガラスレンズで構成されるシンプル
な顕微鏡。17世紀にオランダのアントニ・ファン・レー
ウェンフックが開発し、世界で初めて”微生物”の存
在を報告した。私は川で拾ったガラスゴミから、この
顕微鏡をつくることに挑戦した。
　展示では、これら3台の自作顕微鏡とそれぞれの顕微鏡によって得た観
察画像、試行錯誤のプロセスをまとめたビデオによって構成した。本作
は、自然と人為が入り混じった今日の環境から取り出した拾得物によっ
て顕微鏡をつくり、視ることによって、我々が普段接する精密につくら
れた顕微鏡やメディアを通じた微視的な世界を解体し、「微視的な世界を
見る」ことに潜む情熱や創意工夫、人類が蓄積してきた時間、微視的な
世界に流れる時間のあり方を再考させる。

石橋友也 Tomoya Ishibashi
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